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1 .  研究概要
1 ) 内分泌 ・ 代 謝
下垂体一副腎系の 調節 機構， ステロイド療法， 酵
素免疫測定法によるエストロゲン測定， 和漢薬の 内
分泌系におよぽす影響。
2 ) 免疫
性ホルモン の 胸腺， 末梢リン パ組織， リンパ球に
およぽす影響.
3 ) 化学療法
酵素免疫測定法による ペニシリン， ゲンタマイシ
ン 血 中 濃 度 の測定。
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